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ヘッドライン　初等・中等教育における化学教育を考える 
―教員養成の立場から

　52 巻 10 号（2004 年）のヘッドライン「初等・中等化学（理科）教育を考える―教員養成の
現場から」から 10 年以上が過ぎた。教育の現場も「ゆとり教育」からの転換が図られてい
る。65 巻（2017 年）6号では，教員研修のあり方について議論したが，今回は，教員養成の現
場に目を向けたい。多くの都県の公立学校では，定年者の大量離職とそれに伴う採用増で，
授業技術の伝承がうまくいかないケースも聞く。いかに若手教員にOn the Job Training の
機会を与えられるか，そのための一助になるような取り組みの例を紹介していただく。
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溶けているものの均一性についての学習の在り方
　―小学 5年生理科「もののとけ方」の実践を通して―　　鼎　裕憲
実験の結果から考察を導き出す理科指導の工夫　―小学 5年「もののとけ方」から―
 　　相島寛子
どうすれば物質の密度を求められるか　―アルキメデスの原理を用いた溶液の密度測定―
 　　松浦紀之
見えない世界を推論する能力を育む授業の実践　　市橋由彬
探究活動「酸化力の大きさ」　―過マンガン酸カリウムと過酸化水素―　　一木　博
地域密着型の持続可能な PBLの実践　　綱島克彦，奥野祥治，楠部真崇
分離膜内の物質移動　―ミクロな構造とそこでおこっていることを理解させるために―
 　　神尾英治
「塗料のなかの化学」の三者三様な理解　―「子ども化学実験ショー」に出展して―　　大畑正敏

次号ヘッドライン 市民として必要な基礎・基本の化学XIII 
―児童・生徒・学生は，ここがわからない

　千葉市立千葉高等学校は，昭和 34 年に創立され「強く　明るく　より高く」の
校訓のもと，千葉市科学都市戦略の一翼を担う，理数教育において先進的な取組を
おこなっている高等学校です。世界的な学生による科学研究の発表会 ISEF2016 に
おいて本校生徒が機械工学部門で世界一になるなど，周囲から高い評価を受けてお
り，文部科学省から「スーパーサイエンスハイスクール（基礎枠）」（平成 29 年度
から 5年間・第 3期目）「科学技術人材育成重点枠」（平成 30 年度から 3年間）の
研究指定を受けています。

表紙の言葉　千葉市立千葉高等学校


